
　（別紙４（２）） 事業所名 グループホーム共生の里小城

目標達成計画 作成日：　平成　２２年　　８　月　１２日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35
防災対策
万が一に備え日ごろより近隣住民に声をかけ地
域との協力体制を築いていく。

ホーム内では夜間想定をした訓練を行い、消
防署や地域の協力を得るようにする。

年に数回夜間想定の避難訓練を行い動きの確認
をしていく。消防署の立会いもお願いし改善を
行っていく。防火講習等にも参加しスタッフの意識
も高める。地域住民への協力も呼びかける。

１２ヶ月

2 33
重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
終末期のあり方について入居時から話し合いが
充分に出来ていない

入居時の早い段階から家族との話し合いをも
ちホームで出来る対応や家族の意向を明確に
把握する。

入居時に家族を交え終末期の対応について話合
いをもち、重度化した場合にはその都度家族との
今後の方針について話していく。看護師が中心に
なり医療との連携も図る。

１２ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


